


　肺炎球菌という細菌によって引き起こされる病気です。この菌は主に気道の分泌物に含まれ、唾液等を通じて飛沫感染します。これらの菌が何らかのきっかけで気管支炎や肺炎、敗血症などの重い合併症を起こすことがあります。


　肺炎球菌には９３種類の血清型があり、平成２６年１０月からの定期予防接種で使用されている「ニューモバックスＮＰ（２３価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）」は２３種類の血清型に効果があります（この２３種類の血清型は成人の重症肺炎球菌感染症の原因の約７割を占めるという研究結果があります）。

　すでに接種されていることが明らかなかたは、今回の定期予防接種の対象にはなりません。接種したか記憶が不鮮明なかたで主治医のあるかたは、接種歴の有無について主治医にご相談ください。接種歴がない場合は、今回お送りした予診票を利用して予防接種を受けることができます。
（平成２３年度に７０歳以上のかたは、日本赤十字社・宮城県医師会共同事業により、無料で肺炎球菌ワクチンを接種している可能性があります。接種歴をよくご確認ください。）　
　※過去に肺炎球菌ワクチンを接種したことのあるかたが再度接種した場合、注射部位の疼痛、紅斑、硬結等の副反応が初回接種よりも頻度が高く、程度が強くなるとの報告がありますので、接種歴を必ず確認して受けてください。
４　想定される予防接種の副反応

　以下のような副反応の報告があります。その他、稀に報告される重い副反応としては、アナフィラキシー様反応、血小板減少、ギランバレー症候群、蜂巣炎様反応等が報告されています。

	報告頻度
	5%以上
	1～5%未満
	1%未満
	頻度不明　注）

	全身症状
	
	倦怠感、違和感、悪寒、発熱
	ほてり
	無力症

	筋・骨格系
	
	筋肉痛
	
	関節痛、関節炎

	注射部位
	疼痛、熱感、腫脹、発赤
	硬結
	掻痒感
	可動性の低下

	精神神経系
	
	頭痛
	
	感覚異常、熱性けいれん

	呼吸器
	
	
	咽頭炎・鼻炎
	

	消化器
	
	
	悪心
	嘔吐

	血液
	
	
	
	リンパ節症・リンパ節炎、白血球増加

	皮膚
	
	
	皮疹
	蕁麻疹、多形紅斑

	その他
	
	ALT(GPT)増加
	腋窩痛
	血清病、CRP上昇


注）自発報告あるいは海外において認められている。

５　予防接種による健康被害救済制度について
定期の予防接種によって引き起こされた副反応により、医療機関での治療が必要になったり、生活に支障がでるような障害が残るなど、健康被害が生じた場合には、予防接種法に基づく給付を受けることができます。
ただし、その健康被害が予防接種によって引き起こされたものか、別の要因（予防接種をする前後に紛れ込んだ感染症、あるいは別の原因等）によるものか、因果関係を予防接種・感染症医療・法律等、各分野の専門家からなる国の審査会にて審議し、予防接種によるものと認定された場合にのみ給付を受けることができます。
１　肺炎球菌感染症





２　予防接種の効果





３　すでに肺炎球菌ワクチンを接種したか、接種したか記憶が不鮮明なかた








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　裏面に続く

